
厚生労働省 造血幹細胞移植医療体制整備事業
令和６年度 造血幹細胞移植推進拠点病院中四国ブロック
（主催：愛媛県立中央病院 共催：岡山大学病院）

9/20(金）

開催報告

18：00～19：00

北海道1施設
東北1施設

関東3施設

中国 10施設

四国8施設

九州2施設

バンク関係2施設

【参加施設】

医師 33名
看護師 12名

HCTC 14名

バンク関係2名

その他 2名

【参加職種】

採取責任医師・採取担当医師は
過去3年以内にドナー安全講習を受講する必要があります。
HCTCも安全講習の受講が推奨されています。

ドナー安全講習
開催方法：Zoomによるオンライン開催
参加者：63名
参加施設：25施設＋バンク2施設
ブロックを越えて多くの方々にご参加
いただきたく、オンラインで開催いた
しました。

参加者からの声 ～アンケート結果から～
・血液検査の項目についていろいろと分かった。
・詳しく資料を書いていただいているのでわかりやすかった。
・資料が事前に共有されていたため内容の確認ができた。
・詳細なインシデントレポートとその対応策を御教授いただき、
大変参考になった。

・病棟看護師なのでオペやアフェレーシスで使用する専門器具の
用語が一部わからなかった。

・早くてついていくのが大変だった。

ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。
次回もご参加いただけますと幸いです。

愛媛県立中央病院
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